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「新潟あったかSNOW王国」開催中 （１２月１日～３月３１日）
□◆
あ
り
が
と
う
感
謝
イ
ベ

ン
ト
（
１
月
１２
〜
１４
日
、
胎

内
市
）

胎
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は

１２
〜
１４
日
の
間
、
ス
キ
ー
場

の
ゲ
レ
ン
デ
内
に
ス
タ
ン
プ

を
設
置
し
、
一
般
と
小
学
生

以
下
の
２
コ
ー
ス
を
設
定
。

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
す
べ
て

押
印
し
、
胎
内
ロ
ッ
ジ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
提
出
す

る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え

る
。ま

た
、
最
終
日
の
１４
日
に

は
お
楽
し
み
抽
選
会
が
開
催

さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

し
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
胎

内
に
関
す
る
豪
華
賞
品
が
プ

レ
ン
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

□◆
第
４
回
城
下
町
し
ば
た

全
国
雑
煮
合
戦（
１
月
１３
日
、

新
発
田
市
）

全
国
各
地
の
雑
煮
や
市
内

の
飲
食
店
、
月
岡
温
泉
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
雑
煮
を
一
堂
に
会
し
て

味
を
競
う
。
地
元
の
食
材
を

生
か
し
た
雑
煮
も
加
わ
り
、

日
本
一
の
雑
煮
を
決
め
る
イ

ベ
ン
ト
。

雑
煮
の「
も
ち
」は
、
子
ど

も
た
ち
が
田
植
え
や
稲
刈
り

を
行
っ
た
新
発
田
産
の
「
こ

が
ね
モ
チ
」
を
使
用
。
新
発

田
か
ら
「
日
本
一
の
具
沢
山

雑
煮
」を
全
国
に
発
信
す
る
。

□◆
月
岡
温
泉
ど
ん
ど
祭
り

（
２
月
２２
日
、
新
発
田
市
）

温
泉
街
で
使
い
古
さ
れ
た

下
駄
を
、
犀
の
神
に
飾
り
付

け
、
１
年
間
の
感
謝
を
込
め

て
点
火
す
る
月
岡
温
泉
に
伝

わ
る
冬
の
祭
り
。
１
０
０
人

超
の
さ
ら
し
姿
の
た
い
ま
つ

ラ
ン
ナ
ー
が
温
泉
街
を
駆
け

抜
け
、
１５
㍍
を
超
す
犀
の
神

に
点
火
す
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
は
壮
観
。

会
場
の
カ
リ
オ
ン
パ
ー
ク

で
は
、
旅
館
対
抗
の
ど
ん
鍋

ま
つ
り
の
ほ
か
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
、
振
る
舞
い
酒
、

餅
つ
き
振
る
舞
い
、
地
酒
が

当
る
ガ
ラ
ポ
ン
大
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
。
た
い
ま
つ
ラ

ン
ナ
ー
の
募
集
も
行
う
。

□◆
城
下
町
村
上
に
伝
わ
る

ひ
な
人
形
展
（
２
月
２６
日
〜

４
月
上
旬
、
村
上
市
）

城
下
町
村
上
の
町
屋
に
伝

わ
る
ひ
な
人
形
を
展
示
。

雪
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
（
新
潟
市
）
�

写
真
提
供：

新
潟
県

写
真
家
協
会

新
潟
県
の
冬
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
新
潟
あ
っ
た
か

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
王
国
」
が
１２
月
１
日
に
開
幕
。
３
月
３１
日
ま
で

の
４
カ
月
間
行
わ
れ
て
い
る
。
純
白
の
雪
や
日
本
海
の
荒

波
に
も
ま
れ
た
お
い
し
い
魚
、
伝
統
の
祭
り
な
ど
、
冬
な

ら
で
は
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
企

画
。
県
内
各
地
で
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
県
内
を
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ

る
主
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

新発田・村上

全国の雑煮そろう

□◆
献
灯
祭
（
１
月
１４
〜
１５

日
、
三
条
市
）

昔
、
三
条
の
金
物
商
人
が

商
売
繁
盛
と
旅
路
の
安
全
を

御
神
灯
に
祈
願
し
た
も
の

で
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝

統
行
事
。
「
ロ
ー
ソ
ク
ま
つ

り
」
と
も
言
わ
れ
、
直
径
５０

㌢
、
高
さ
１
㍍
、
重
さ
３０
〜

５０
㌔
も
あ
る
巨
大
な
御
神
灯

の
数
々
が
境
内
の
中
で
灯
る

様
は
厳
か
で
神
秘
的
。
人
々

の
繁
栄
と
幸
福
な
前
途
を
照

ら
す
灯
明
と
し
て
も
広
く
信

仰
さ
れ
、
毎
年
多
く
の
参
拝

者
が
集
ま
る
。

□◆
第
１１
回
新
潟
ジ
ャ
ズ
ス

ト
リ
ー
ト
（
１
月
１９
日
、
新

潟
市
）

ジ
ャ
ズ
の
故
郷
ニ
ュ
ー
オ

リ
ン
ズ
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川

に
似
た
、
大
河
信
濃
川
が
流

れ
る
新
潟
市
。
同
市
は
昔
か

ら
ジ
ャ
ズ
が
盛
ん
な
土
地

で
、
毎
年
２
回
、
夏
と
冬
に

２
大
繁
華
街
古
町
と
万
代
シ

テ
ィ
で
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

�
亀
塚
練
馬（
１
月
２０
日
、

聖
籠
町
）
享
保
４
年
（
１
７

１
９
）
に
始
ま
る
。
集
落
で

最
も
崇
敬
を
集
め
て
い
た
神

明
社
が
火
事
で
全
焼
し
、
諏

訪
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
と
い

う
厄
難
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ

こ
で
厄
を
は
ら
い
、
無
病
息

災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
た
め

に
始
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
稲
わ
ら
で
作
る
大
き

な
し
め
縄（
練
馬
）を
集
落
内

数
え
１９
歳
の
若
者
が
肩
に
担

ぎ
集
落
内
を
練
り
廻
り
最
後

に
諏
訪
神
社
に
奉
納
す
る
。

□◆
に
い
が
た
冬

食
の
陣

「
当
日
座
」
（
２
月
９
〜
１０

日
、
新
潟
市
）

３
月
末
ま
で
行
わ
れ
て
い

る
「
食
の
陣
」
の
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
。市
内
４
会
場
で
は
、

各
会
場
自
慢
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

鍋
が
味
わ
え
る
。

□◆
別
所
虚
空
蔵
尊
例
祭

（
２
月
１２
〜
１３
日
、五
泉
市
）

厳
寒
な
冬
の
厳
し
さ
に
古

く
か
ら
の
歴
史
を
垣
間
見
ら

れ
る
例
祭
。
地
元
の
人
か
ら

虚
空
蔵
様
と
呼
ば
れ
大
切
に

信
仰
さ
れ
て
い
る
。

１２
日
の
夜
に
は
村
松
地
区

の
商
店
街
か
ら
虚
空
蔵
尊
ま

で
の
道
の
り
約
３
㌔
を
地
元

別
所
の
子
ど
も
た
ち
や
商
店

街
の
人
た
ち
な
ど
が
作
っ
た

約
２
千
個
の
雪
灯
篭
の
幻
想

的
な
灯
り
が
照
ら
す
。

□◆
第
３１
回
日
本
ボ
ケ
展

（
２
月
２９
日
〜
３
月
２
日
、

新
潟
市
）

ボ
ケ
は
木
瓜
、
別
名
「
放

春
花
」
「
モ
ッ
カ
」
「
モ
ッ

コ
」
な
ど
多
く
の
呼
び
名
で

愛
さ
れ
て
い
る
バ
ラ
科
の
落

葉
広
葉
低
木
の
花
木
。

毎
年
日
本
ボ
ケ
協
会
で

は
、
３
月
第
１
金
曜
日
か
ら

日
曜
日
の
３
日
間
、
ボ
ケ
展

を
新
潟
県
新
潟
市
秋
葉
区
で

開
催
し
て
い
る
。

新
潟
・
阿
賀

自
慢
の
鍋
を
味
わ
う

□◆
加
茂
湖
カ
キ
ま
つ
り

（
２
月
２４
日
予
定
、佐
渡
市
）

新
潟
県
最
大
の
加
茂
湖
は

汽
水
湖
（
淡
水
と
海
水
が
混

じ
り
合
っ
て
い
る
）
で
、
河

川
か
ら
注
が
れ
る
植
物
性
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
な
た

め
、
カ
キ
の
養
殖
に
適
し
て

い
る
。

そ
の
豊
か
な
自
然
に
育
ま

れ
た
冬
の
味
覚
の
王
様
「
カ

キ
」
は
両
津
の
特
産
品
。
ど

て
焼
き
あ
り
、
カ
キ
汁
あ
り

と
、
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
う
カ

キ
づ
く
し
の
１
日
。

カ
キ
即
売
会
、
地
元
農
水

産
物
即
売
会
、地
酒
試
飲
会
、

郷
土
芸
能
披
露
な
ど
。

□◆
さ
わ
た
カ
キ
ま
つ
り

（
２
月
２４
日
、
佐
渡
市
）

真
野
湾
の
き
れ
い
な
環
境

で
育
っ
た
質
の
良
い
冬
の
味

覚
カ
キ
を
味
わ
っ
て
も
ら

う
。
カ
キ
の
ど
て
焼
き
、
カ

キ
汁
を
は
じ
め
、
生
カ
キ
、

地
元
特
産
品
の
販
売
や
芸
能

披
露
も
あ
り
。

□◆
両
津
の
お
ひ
な
さ
ま
・

お
宝
め
ぐ
り
（
３
月
１０
日
〜

４
月
３
日
予
定
、
佐
渡
市
）

各
家
々
の
ひ
な
人
形
や
秘

蔵
の
お
宝
を
公
開
。
景
品
が

当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

実
施
。

カ
キ
づ
く
し
の
１
日

佐
渡

□◆
南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り

（
２
月
９
〜
１０
日
、
南
魚
沼

市
）伊

勢
神
宮
の
祭
礼
と
雪
の

芸
術
コ
ン
ク
ー
ル
が
合
体
し

て
大
き
な
祭
り
と
な
り
、
旧

六
日
町
雪
ま
つ
り
か
ら
通
算

５８
回
目
を
迎
え
る
。

郷
土
芸
能
、
よ
さ
こ
い
踊

り
な
ど
が
雪
上
ス
テ
ー
ジ
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
か

ま
く
ら
の
中
で
は
甘
酒
を
振

る
舞
う
な
ど
、
雪
国
ら
し
い

も
て
な
し
で
迎
え
て
く
れ

る
。□◆

国
際
雪
合
戦
大
会
（
２

月
１０
日
、
魚
沼
市
）

雪
合
戦
発
祥
の
地
で
の
雪

合
戦
王
者
決
定
戦
。
勝
敗
だ

け
で
な
く
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
審
査

対
象
に
な
る
。
雪
遊
び
ゾ
ー

ン
も
作
ら
れ
、
模
擬
店
や
売

店
、
餅
つ
き
大
会
な
ど
も
行

わ
れ
る
。

□◆
第
５９
回
十
日
町
雪
ま
つ

り
（
２
月
１５
〜
１７
日
、
十
日

町
市
）

「
雪
を
敵
と
せ
ず
友
と
し

よ
う
」と
い
う
発
想
の
も
と
、

昭
和
２５
年
に
全
国
に
先
駆
け

て
始
ま
っ
た
市
民
参
加
型
の

雪
ま
つ
り
。

市
内
各
所
に
は
市
民
手
作

り
の
雪
像
や
お
ま
つ
り
広
場

が
で
き
、
期
間
中
、
街
は
雪

ま
つ
り
一
色
に
。

巨
大
な
雪
像
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
人
気
歌
手
の
歌
謡
シ
ョ

ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
雪
上
花

火
が
鮮
や
か
に
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
。

□◆
ス
キ
ー
と
温
泉
と
か
ま

く
ら
ま
つ
り
（
２
月
２３
日
、

魚
沼
市
）

大
湯
温
泉
ス
キ
ー
場
の
ス

キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
と
同
時
開

催
。
多
く
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら

に
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
が
灯
さ

れ
る
と
辺
り
は
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
。

か
ま
く
ら
に
入
っ
て
、
郷

土
料
理
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

堪
能
。

□◆
第
５６
回
湯
沢
温
泉
雪
ま

つ
り（
３
月
１
日
、
湯
沢
町
）

タ
イ
マ
ツ
滑
降
、
雪
中
み

こ
し
、
雪
上
花
火
、
キ
ャ
ン

ド
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

ミ
ス
駒
子
披
露
、湯
沢
雪
鍋
、

地
酒
（
白
滝
）
振
る
舞
い
酒

な
ど
、
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い

の
冬
な
ら
で
は
の
祭
り
。

湯
沢
・
魚
沼

雪
上
で
多
彩
な
催
し

県
内
に
は
名
湯
・
秘
湯
が

点
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

県
内
の
主
な
温
泉
地
を
紹
介

す
る
。

▽
瀬
波
温
泉

新
潟
県
内
随
一
の
湯
量
を

誇
り
、
約
９０
度
と
い
う
高
温

の
湯
が
湧
き
出
る
温
泉
地
。

海
沿
い
に
立
ち
並
ぶ
旅
館
が

多
く
、
潮
騒
を
耳
に
、
夕
日

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
露

天
風
呂
も
あ
る
。

▽
月
岡
温
泉

「
越
後
の
奥
座
敷
」
と
し

て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き

た
。
ほ
の
か
に
硫
黄
の
香
る

温
泉
街
は
一
面
の
田
園
に
囲

ま
れ
て
お
り
、
五
頭
連
峰
や

飯
豊
連
峰
の
山
並
み
を
遠
く

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
肌

が
白
く
な
る
美
人
の
湯
と
し

て
も
人
気
だ
。

▽
岩
室
温
泉

越
後
平
野
の
田
園
風
景
が

広
が
る
温
泉
。
傷
つ
い
た
雁

が
温
泉
で
傷
を
い
や
し
た
と

い
う
「
霊
雁
の
湯
」
の
別
名

も
あ
り
、
そ
の
効
能
は
幅
広

い
。▽

弥
彦
温
泉

神
の
山
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
き
た
弥
彦
山
の
東
麓
に
湧

き
１
千
年
の
歴
史
を
た
た
え

る
温
泉
。「
神
の
お
か
げ
湯
」

と
い
わ
れ
、
古
く
か
ら
麓
の

弥
彦
神
社
の
参
拝
客
の
宿
場

町
と
し
て
賑
わ
っ
た
。

▽
湯
田
上
温
泉

開
湯
１
７
３
８
年
。
昔
か

ら
「
薬
師
の
湯
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
。
護
摩
堂
山

の
中
腹
か
ら
新
潟
平
野
の
田

園
風
景
を
見
下
ろ
す
よ
う
に

温
泉
宿
が
点
在
し
て
い
る
。

▽
妙
高
高
原
温
泉
郷

赤
倉
、
池
の
平
、
杉
野
沢
、

関
、
燕
な
ど
７
つ
の
い
で
湯

か
ら
な
る
。
古
く
か
ら
避
暑

地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

温
泉
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
お
湯
が
魅
力
。

▽
越
後
湯
沢
温
泉

川
端
康
成
の
名
作「
雪
国
」

の
舞
台
。
東
京
か
ら
約
１
時

間
で
到
着
す
る
高
原
の
温

泉
。
駅
の
周
囲
に
は
共
同
浴

場
も
多
い
。

▽
湯
之
谷
温
泉
郷

越
後
三
山
の
一
つ
、
駒
ケ

岳
か
ら
湧
き
出
す
佐
梨
川
沿

い
に
６
つ
の
温
泉
が
連
な

る
。
開
湯
１
３
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
大
湯
温
泉
、
日
本

有
数
の
ラ
ジ
ウ
ム
泉
の
栃
尾

又
温
泉
な
ど
の
名
湯
が
そ
ろ

う
。▽

松
之
山
温
泉

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
日

本
三
大
薬
湯
に
数
え
ら
れ
る

ほ
ど
の
効
能
を
持
つ
。
ホ
ウ

酸
含
有
量
は
日
本
一
と
も
い

わ
れ
、
し
っ
か
り
と
日
ご
ろ

の
疲
れ
を
い
や
し
て
く
れ

る
。▽

五
頭
温
泉
郷

五
つ
の
峰
を
持
つ
こ
と
か

ら
名
が
付
い
た
五
頭
山
。
そ

の
麓
に
点
在
し
、
杉
や
ブ
ナ

な
ど
の
木
々
に
抱
か
れ
た
村

杉
、
今
板
、
出
湯
温
泉
か
ら

な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
泉
質
が

異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も

さ
ら
っ
と
し
た
肌
触
り
の
お

湯
。

ブリ漁（佐渡市両津地区）＝写真提
供：新潟県写真家協会

http://www.chouseikan.co.jp/
http://www.kahou.com


観 光 経 済 新 聞２００８年（平成２０年）１月５日（土曜日） 週 刊（５） 第２４５１号第３種郵便物認可

新潟県・冬の観光キャンペーン
�
日
本
海
・
糸
魚
川
あ
ん

こ
う
フ
ェ
ア
（
１
月
１９
日
〜

２
月
２９
日
、
糸
魚
川
市
）

糸
魚
川
は
あ
ん
こ
う
の
絶

好
の
漁
場
で
あ
り
、
あ
ん
こ

う
料
理
は
冬
の
味
覚
と
し
て

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

定
番
料
理
。
こ
の
定
番
料
理

を
気
軽
に
食
べ
て
も
ら
お
う

と
い
う
企
画
。
協
賛
店
そ
れ

ぞ
れ
の
「
あ
ん
こ
う
料
理
」

を
賞
味
で
き
る
。

�
ど
ん
ど
焼
・
花
火
大
会

妙
高
杉
ノ
原
ス
キ
ー
場

（
１
月
１９
日
、
妙
高
市
）

小
正
月
の
行
事
で
賽
の
神

を
奉
り
、
正
月
の
お
飾
り
、

書
き
初
め
な
ど
を
持
ち
寄

り
、
燃
や
す
こ
と
に
よ
っ
て

家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

餅
、
す
る
め
な
ど
を
賽
の

神
の
火
で
あ
ぶ
っ
て
食
べ
る

と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
る
。
当
日
は

新
潟
の
地
酒
が
振
る
舞
わ

れ
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
。�

レ
ル
ヒ
祭

日
本
ス
キ

ー
発
祥
９７
周
年
（
２
月
９
〜

１０
日
、
上
越
市
）

明
治
４４
年
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
軍
人
レ
ル
ヒ
少
佐
が
日

本
に
初
め
て
ス
キ
ー
術
を
伝

え
た
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地

「
金
谷
山
」
で
そ
の
歴
史
と

伝
統
を
全
国
に
発
信
す
る
。

前
夜
祭
で
た
い
ま
つ
滑

降
、
ど
ん
ど
焼
、
花
火
大
会

な
ど
。
本
祭
で
レ
ル
ヒ
の
会

に
よ
る
一
本
杖
ス
キ
ー
の
披

露
、
屋
台
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
体
験
乗
車
な
ど
。

�
越
後
・
大
島
雪
ほ
た
る

ロ
ー
ド
（
２
月
２３
日
、
上
越

市
）「

ほ
た
る
の
里
」
と
呼
ば

れ
、
豊
か
な
自
然
が
残
る
上

越
市
大
島
区
。
区
内
を
走
る

国
・
県
道
沿
い
の
雪
壁
に
穴

を
あ
け
、
約
２
万
本
の
ロ
ウ

ソ
ク
を
灯
し
、
夏
の
ほ
た
る

を
再
現
。
当
日
は
茶
屋
や
休

憩
所
を
設
け
、
見
物
客
を
も

て
な
し
て
く
れ
る
。

�
日
本
海
大
漁
浜
汁
ま
つ

り
（
３
月
２９
〜
３０
日
、
糸
魚

川
市
）

毎
年
恒
例
の
大
感
謝
祭
。

カ
ニ
食
べ
放
題
企
画
を
は
じ

め
、
カ
ニ
汁
、
つ
み
れ
汁
販

売
、
鮮
魚
せ
り
市
な
ど
催
し

物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

妙
高
・
上
越

雪
を
活
か
し
た
催
し

雪祭り花火（湯沢町）＝写真提供：新潟県写真家協会

�
ほ
ん
や
ら
洞
ま
つ
り

（
２
月
９
日
、
小
千
谷
市
）

冬
期
間
休
眠
す
る
畑
地
と

豪
雪
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
９２
年
か
ら
始
ま
っ

た
。山

谷
・
坪
野
地
区
住
民
総

出
で
大
量
の
雪
の
積
も
っ
た

雪
原
に
、
大
小
約
５
千
個
の

ほ
ん
や
ら
洞
（
か
ま
く
ら
）

を
作
り
、
日
暮
れ
時
か
ら
ろ

う
そ
く
を
灯
す
。
ホ
ン
ワ
リ

と
し
た
光
が
照
ら
し
出
す
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
訪
れ
た

人
々
は
魅
せ
ら
れ
る
。

�
長
岡
雪
し
か
祭
り
（
２

月
１６
〜
１７
日
、
長
岡
市
）

千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森

周
辺
を
会
場
に
平
成
４
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。

１
０
０
だ
る
ま
大
会
を
は

じ
め
、
雪
上
ゲ
ー
ム
や
雪
合

戦
、
雪
の
巨
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

な
ど
、
雪
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
屋
台

が
並
ぶ
「
食
楽
座
」
も
人
気

で
、
毎
年
多
く
の
人
々
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

�
雪
ま
つ
り
「
Ｙ
ｏ
ｕ
・

悠
・
遊
」（
２
月
２３
〜
２４
日
、

柏
崎
市
）

２３
日
の
前
夜
祭
に
は
、
冬

の
夜
空
を
彩
る
「
雪
上
打
ち

上
げ
花
火
」
。
２４
日
の
当
日

に
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー
や
よ
さ
こ
い
な
ど
、
様
々

な
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
あ

り
。来

場
者
も
参
加
で
き
る
目

玉
の
巨
大
餅
つ
き
は
、
前
夜

祭
、
当
日
と
も
行
わ
れ
、
力

を
合
わ
せ
つ
き
あ
げ
る
餅
は

格
別
な
味
。

�
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か

さ
と
２
０
０
８（
３
月
８
日
、

十
日
町
市
）

雪
原
一
面
に
ス
ノ
ー
キ
ャ

ン
ド
ル
の
幻
想
的
な
光
の
世

界
が
広
が
り
、
さ
ら
に
た
い

ま
つ
滑
降
や
メ
モ
リ
ー
花
火

な
ど
も
行
わ
れ
る
雪
と
光
の

イ
ベ
ン
ト
。
キ
ャ
ン
ド
ル
の

点
灯
は
誰
で
も
参
加
可
能
。

�
古
志
の
火
ま
つ
り
（
３

月
９
日
、
長
岡
市
）

日
本
一
の
「
さ
い
の
神
」

が
３
年
ぶ
り
に
復
活
。
さ
い

の
神
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

テ
ン
ト
村
、
雪
と
親
し
む
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
用
意

し
て
い
る
。

長岡・柏崎

日本海の幸を堪能

来年は「大観光交流年」新潟県
新
潟
県
は
四
季
折
々
に
、同
県
の
特

徴
を
生
か
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
る
。
冬
の
「
あ
っ
た
か
Ｓ

Ｎ
Ｏ
Ｗ
王
国
」
ほ
か
、
春
は
「
に
い
が

た
花
物
語
」、夏
は
「
花
火
王
国
」
、
秋

は
「
に
い
が
た
大
収
穫
祭
」を
そ
れ
ぞ

れ
実
施
。県
外
に
向
け
て
は
新
潟
の
特

徴
で
あ
る
四
季
の
変
化
と
魅
力
の
訴
求

や
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
、県
内
に
向
け
て
は
観
光
復
興

へ
の
継
続
的
な
機
運
醸
成
な
ど
を
図
っ

て
い
る
。

一
連
の
取
り
組
み
は
震
災
か
ら
の
復

興
を
目
指
し
た
も
の
だ
が
、
来
年
の
２

０
０
９
年
は
Ｊ
Ｒ
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
１０
〜
１２
月
に
展

開
さ
れ
る
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」
が
放
映
、
新
潟
国
体
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
関
連
の
行
事
が

集
中
す
る
。
同
県
で
は
こ
の
２
０
０
９

年
を「
新
潟
大
観
光
交
流
年
」と
し
て
、

復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
続
く
新
た
な
取

り
組
み
を
行
う
計
画
だ
。

新
潟
県
産
業
労
働
観
光
部
観
光
企
画

監
の
宮
下
好
文
氏
は
「
震
災
か
ら
の
復

興
へ
、
関
係
者
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
３
年
間
逆
境
を
バ
ネ
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
県
が
目
指
す
べ

き
方
向
や
至
ら
な
い
点
も
分
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、
０９
年
に
向

け
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
観
光
資
源
の

磨
き
上
げ
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
、

も
て
な
し
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
力
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

http://www.seifuen.com
http://www.shiomiso.co.jp
http://www.hotel-futaba.com

